
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成27年２月１日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,497戸（－85）人　口　12,354人（－89）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）
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吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,913人（－57）
女　6,441人（－32）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 片山　健一（下加茂）　　富田　幸吉（小森）

長田支部
　長田支部では、クリスマスの行事を子どもたちだけではなく、高齢者の
方にもいっしょに楽しんでもらいたいという思いから、愛育委員が「愛育
サンタ」となり、地域の80歳以上の高齢者の方々にクリスマスプレゼン
トを持って訪問することにしました。
　当日は「メリークリスマス！プレゼントです」と声かけをしながらお家を
訪問し、靴下のプレゼントを手渡しました。
　受け取られた方からは、思いがけないプレゼントに驚かれながらも「ク
リスマスなんて関係ないと思っていたのに本当にありがとう」と言ってく
ださいました。
　私たち愛育委員も、高齢者の方々の童心に返ったような笑顔のプレゼントをいただきました。

  材　料   作り方
①明太子とマヨネーズをよく混ぜる。
②食パンにマーガリンまたはバターを塗り、茹でたブ

ロッコリー、スライスした玉ねぎ、チーズをのせる。
③①の明太子マヨをかけたらトースターで焼いて完

成。

ブロッコリーと明太マヨのトースト（2人分）料理名

エネルギー：509kcal　たんぱく質：15.3ｇ　カルシウム：112mg　食塩：2.9ｇ

吉川栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜ブロッコリー

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊とても簡単なので、お休みの日には、子どもさんと一緒に作ってみてください。

緑が鮮やかなので、見た目もとてもきれいです。
　また、冷蔵庫の余り物を使うことができるので、冷蔵庫の整理ができます。
★ブロッコリーの栄養
＊ブロッコリーは「はなやさい」と総称されます。

緑黄色野菜の代表的な野菜の一つで、カリウムなどのミネラルが豊富に含まれています。
また、ビタミンCの含有量はキャベツの約３～５倍とも言われており、花、茎、葉の部分すべて
食べることができる優れた野菜です。

愛育委員会活動報告
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食パン……………………………………………2枚
茹でブロッコリー……………………………… 1房
玉ねぎ………………………………………… 10ｇ
明太子……………………………………… 大さじ4
マヨネーズ………………………………… 大さじ4
チーズ（ピザ用）………………………………… 適量
マーガリンまたはバター……………………… 適量

広 報

2015
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３
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主な記事
・P02～特集 平成27年吉備中央町成人式
・P09～役場からのお知らせ
・P18～インフォメーション

【平成27年吉備中央町成人式】
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１
月
11
日
、
吉
備
プ
ラ
ザ
で
平
成
27

年
吉
備
中
央
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、

新
成
人
た
ち
が
大
人
の
自
覚
を
胸
に
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
６
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
町
内
在
住
お
よ
び
町
内

出
身
者
１
３
４
人
が
対
象
で
、
当
日
は

99
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
本
町
長
が
「
こ
れ
か

ら
皆
さ
ま
方
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
や

決
断
を
す
る
と
き
が
必
ず
来
ま
す
。

そ
の
時
は
ぜ
ひ
勇
気
を
も
っ
て
前
に
進

み
、
目
標
に

向
か
っ
て
自

分
を
鍛
え
高

め
、
道
を
切

り
開
く
力
を

養
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
品
贈

呈
に
続
き
、
成
人
代
表
の
高た

か

見み

一か
ず

夢む

さ

ん
（
豊
野
）
が
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
が
終
わ
る
と
、
記
念
撮
影
が
行
わ

れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
家
族

ら
が
晴
れ
姿
の
新
成
人
に
カ
メ
ラ
や
ビ

　

本
日
は
、
僕
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
成
人
式
を
開
い
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
励
ま
し
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
新
成
人
一
同
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

僕
た
ち
が
、
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
僕
た
ち
の

一
番
近
く
で
温
か
く
、
時
に
は
厳
し
く

見
守
り
な
が
ら
育
て
て
く
れ
た
家
族
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
、
小
学
生
か
ら
野
球
を
始
め
、

野
球
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
挨
拶
の
大
切
さ
、
周
り
の
人
た

ち
へ
の
気
配
り
、
何
事
に
も
全
力
で
取

り
組
む
気
持
ち
、
な
に
よ
り
も
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
で
す
。中
学
生
の
時
、

先
生
や
家
族
の
協
力
の
も
と
、
仲
間
た

ち
と
頑
張
り
、
県
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
の
力
で
は
、
で
き
る
こ
と
は

わ
ず
か
で
も
、
仲
間
を
信
じ
、
仲
間
と

共
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
残
せ
た
成

績
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の

人
た
ち
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
野
球
が
で
き

デ
オ
を
向
け
る

と
、
と
び
き
り

の
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実

行
委
員
会
に
よ

る
交
歓
会
を
開

催
。
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
で
は
、
小
学

校
、
中
学
校
時
代
の
写
真
が
流
さ
れ
、

恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
町
保
健
課
に
よ
る

ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る

体
質
チ
ェ
ッ
ク
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、振
り
袖
や
紋
付
き
袴は
か
ま、ス

ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
恩
師
や
友
人
ら
と
写
真

を
撮
っ
た
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
り
し
な
が
ら
、
旧
交
を
温
め
合
う

様
子
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
ら

れ
、会
場
内
は
、

新
成
人
た
ち
の

笑
顔
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

た
こ
と
、
部
活
動
や
勉
強
に
一
生
懸
命

に
取
り
組
め
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
僕
た
ち
を
育
て
て
く

れ
た
学
び
舎や

、
四
つ
の
中
学
校
は
昨
年

四
月
に
統
合
さ
れ
、
そ
の
役
目
を
加
賀

中
学
校
と
い
う
新
し
い
学
校
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
始

ま
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
僕
た
ち
は
成
人
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
と
し
て

自
分
た
ち
の
行
動
に
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
先

生
、
地
域
の
人
た
ち
や
友
人
、
す
べ
て

の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
社
会
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い

行
動
を
し
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
頑
張
る
僕
た
ち
の
た
め

に
、
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
七
年
一
月
十
一
日

�

新
成
人
代
表　

高
見　

一
夢　

新
成
人
お
礼
の
こ
と
ば

12晴れ晴れとした姿で式に臨む
新成人　3晴れ姿を保護者、関係
者らが一生懸命カメラに収めてい
ました　4記念品を受け取る佐

さ
々
さ

木
き
美
み
緒
お
さん（吉川）　5記念行事を

企画した実行委員の皆さん
6ブッポウソウの「へそっぴー」
も新成人を祝福

祝成人おめでとう祝成人おめでとう
平成27年吉備中央町成人式

1

2

345

6
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旧
加
茂
川
中
学
校
卒
業
生

旧
竹
荘
中
学
校
卒
業
生

旧
吉
川
中
学
校
卒
業
生

旧
大
和
中
学
校
卒
業
生

～交歓会～

スナップショット！！
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■まちの話題 まちの話題
満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

文
部
科
学
大
臣
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た

交
通
安
全
機
器
な
ど
を
寄
贈

認
知
症
介
護
家
族
交
流
事
業
in
吉
備
中
央

　

１
月
14
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
渡わ
た

邉な
べ

ス
ガ
エ
さ
ん

（
北
）
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
ご
家
族
が
見
守
る
中
、
県
、

町
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念
品
や
祝
金
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
川
上
郡
日
里
村
（
現
井
原
市
美
星
町
）
で

お
生
ま
れ
に
な
り
、
20
歳
で
渡
邉
光
太
郎
さ
ん
と
ご
結
婚
。

葉
タ
バ
コ
の
栽
培
で
生
計
を
立
て
、
４
人
の
お
子
さ
ん
を
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
に
は
、
孫
が
７
人
、
ひ
孫
が
16

人
、
玄や

し
ゃ
ご孫

が
７
人
お
ら
れ
、
平
成
25
年
９
月
に
入
所
さ
れ
る

ま
で
は
、
４
世
代
８
人
家
族
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
明
る
く
穏
や
か
な
性
格
で
、
編
み
物
が
大

好
き
だ
そ
う
で
す
。
現
在
は
、
施
設
で
の
催
し
物
に
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
14
日
現
在
、
町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
男
性
２

人
女
性
11
人
。最
高
齢
の
方
は
１
０
３
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

渡
邉
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
ま
す
ま
す
の
ご
長

寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
28
日
、
妹せ

の

尾お

綾あ
や

子こ

さ
ん
（
吉
川
）
が
「
平
成
26
年
度

社
会
教
育
功
労
者
」
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
、
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
・
小
林
道
正
所
長
か
ら
表

彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
振
興
に
功
労
が
あ
っ
た
方

に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
を
行
う
も
の
で
す
。

　

妹
尾
さ
ん
は
、昭
和
61
年
５
月
か
ら
平
成
22
年
１
月
ま
で
、

20
年
以
上
の
多
年
に
わ
た
り
、
同
施
設
に
お
い
て
利
用
団
体

が
快
適
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
施
設
の
整
備
に
尽

力
さ
れ
、
青
少
年
教
育
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
月
19
日
、
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
（
東
京
都
港
区
）
で
、

平
成
26
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
吉
備
中
央
町
か
ら
豊
野
小
学
校
の
片か

た

山や
ま

知と
も

子こ

さ
ん
（
豊

岡
上
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
教
育
実
践
等
に
顕
著
な
成

果
を
上
げ
た
方
に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
を
行
う
も

の
で
す
。

　

片
山
さ
ん
は
、
岡
山
県
授
業
改
革
協
力
員
と
し
て
、
吉
備

中
央
町
教
育
研
修
所
学
力
向
上
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
具

体
的
な
取
組
案
を
提
案
し
、
授
業
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
外
先
進
校
訪
問
研
修
報
告
会
に
お

い
て
も
、
研
修
で
得
た
成
果
や
実
践
を
通
し
て
の
成
果
と
課

題
を
わ
か
り
や
す
く
発
表
。
県
や
町
の
教
育
水
準
向
上
に
貢

献
し
た
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
か

ら
交
通
安
全
機
器
・
用
品
の
寄
贈
が
あ
り
、
１
月
８
日
、
賀

陽
庁
舎
に
お
い
て
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
か
ら
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
事
故
防
止
を
目
的
に
、

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
岡
山
県
本
部
か
ら
各
農
業

協
同
組
合
を
通
じ
て
交
通
安
全
機
器
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
の
中な

か

山や
ま

晃こ
う

一い
ち

代
表
理
事

組
合
長
が
「
交
通
事
故
の
根
絶
は
、
私
た
ち
県
民
の
切
実
な

願
い
で
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
有
効
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
山
本
町
長
に
目
録
を

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
か
ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
反
射
材
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
、
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
か

ら
交
通
安
全
雨
傘
や
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
な
ど
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
交
通
安
全
運
動
啓
発

な
ど
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

12
月
16
日
、
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
夢
の
あ
る
町
定
住
奨

励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
に
す
る
た

め
、
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
し
て
、
感
謝
と
期
待
を
込
め
、
奨
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

●
結
婚
祝
金

　

伊い

賀が　

久ひ
さ

泰ひ
ろ

さ
ん　

麻ま

美み

子こ

さ
ん
（
吉
川
）

　

田た

村む
ら　

智と
も

則の
り

さ
ん　

由ゆ

梨り

さ
ん
（
黒
土
）

　

矢や

野の　

真ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん　

洋よ
う

子こ

さ
ん
（
吉
川
）

　

歳と
し

原は
ら　

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん　

佳よ
し

子こ

さ
ん
（
納
地
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

伴ば
ん

野の　

喜き

義よ
し

さ
ん
（
竹
荘
）

　

國く
に

野の　

竜た
つ

也や

さ
ん
（
高
谷
）

　

田た

中な
か　

淳じ
ゅ
ん

介す
け

さ
ん
（
和
田
）

　

隈く
ま

元も
と　

勝か
つ

芳よ
し

さ
ん
（
上
竹
）

　

中な
か

島し
ま　

一か
ず

樹き

さ
ん
（
湯
山
）

　

前ま
え

田だ　

一か
ず

代よ

さ
ん
（
小
森
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

伊い

賀が　

久ひ
さ

泰ひ
ろ

さ
ん
（
吉
川
）

　

福ふ
く

井い　

則の
り

行ゆ
き

さ
ん
（
下
土
井
）

　

日ひ

笠か
さ　

優ゆ
う

子こ

さ
ん
（
上
竹
）

　

矢や

野の　

真ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
（
吉
川
）

　

太お
お

田た　

桂け
い

司じ

さ
ん
（
下
加
茂
）

　

新に
い

谷や　

賢け
ん

治じ

さ
ん
（
竹
荘
）

●
就
業
奨
励
金

　

宮み
や

井い　

勇ゆ
う

樹き

さ
ん
（
竹
荘
）

　

谷た
に

本も
と　

あ
か
り
さ
ん
（
加
茂
市
場
）

　

中な
か

空ぞ
ら　

夏な
つ

海み

さ
ん
（
豊
野
）

　

中な
か

空ぞ
ら　

敬け
い

輔す
け

さ
ん
（
豊
野
）

　

高た
か

谷や　

奈な

な々

子こ

さ
ん
（
加
茂
市
場
）

　

日ひ

田だ　

吉よ
し

彦ひ
こ

さ
ん
（
豊
野
）

　

12
月
２
日
、
下
竹
荘
公
民
館
で
認
知
症
介
護
家
族
交
流
事

業
in
吉
備
中
央
（
主
催
＝
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
備
前
県

民
局
・
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
岡
山
県
支

部
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
介
護
を
し
て
い
る
家
族
間
で
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
の
介
護
家
族
、
医
療
福

祉
従
事
者
な
ど
41
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
同
支
部
の
妻つ

ま

井い

令れ
い

三ぞ
う

代
表
に
よ
る
「
認
知
症
に

ど
う
向
き
合
う
！

－

認
知
症
受
難
時
代
の
様
相
の
中
で
」
と

題
し
た
講
演
で
は
、
認
知
症
の
人
の
心
理
や
対
応
の
心
得
に

つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
杭く

え

田だ

元は
じ
め

さ
ん
（
上
田
東
）
が
「
認
知
症
の
人
に

怒
ら
ず
優
し
く
接
し
、
介
護
者
自
身
が
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
ご
自
身
の
介
護
体
験
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
尾お

崎ざ
き

善よ
し

規の
り

副
代
表
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
合
わ

せ
て
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
の
合
唱
も
行
わ
れ
、
座
談
会
で
は

介
護
に
関
す
る
思
い
を
共
感
し
た
り
、
励
ま
し
合
っ
た
り
し

な
が
ら
、
参
加
者
は
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夢のある町定住奨励金交付者数
（平成26年４月～平成26年12月末現在）
結婚祝金 　　　　10組
Ｉターン奨励金 18世帯（58人）
Ｕターン奨励金 12世帯（24人）
就業奨励金 　　　　16人



9 広報きびちゅうおう  2015. ３月号 8広報きびちゅうおう  2015. ３月号

役場からのお知らせ■役場からのお知らせ ■まちの話題 まちの話題

全
南（
ゼ
ン
ナ
ム
）女
子
商
業
高
等
学

校
が
吉
備
高
原
学
園
高
校
を
訪
問

　

１
月
20
日
、
韓
国
の
全
南
（
ゼ
ン
ナ
ム
）
女
子
商
業
高
等

学
校
の
生
徒
が
吉
備
高
原
学
園
高
校
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
26
年
度
に
教
育
協
定
を
締
結
し
た
両
校
の

生
徒
が
、
交
流
促
進
や
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
互
い
の

国
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
日
は
生
徒
14
名
、
引
率
３
名
の
計
17
名
が

来
岡
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
に
到
着
後
、校
舎
や
実
習
棟
の
施
設
見
学
が
行
わ
れ
、

午
後
か
ら
は
全
南
女
子
商
業
高
等
学
校
の
生
徒
ら
が
山
本
町

長
を
表
敬
訪
問
。
町
の
概
要
の
説
明
や
質
疑
応
答
、
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
終
始
に
こ
や
か
に
談
笑
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
凧
作

り
の
体
験
学
習
で
は
、
両
校
の
生
徒
た
ち
が
英
語
や
身
振
り

手
振
り
を
交
え
て
、
１
色
ず
つ
版
画
で
凧
に
浮
世
絵
や
富
士

山
の
柄
を
付
け
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、
平
成
27

年
吉
備
中
央
町
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
、
出
席
し
た
消

防
団
員
約
３
５
０
人
が
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
目
指
し
て

士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
人
員
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
宮み

や

﨑ざ
き

忠た
だ
し

消

防
団
長
が
「
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
す

が
、
平
素
か
ら
予
防
消
防
や
訓
練
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広

域
消
防
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
災
害
現
場
で
迅
速
な

活
動
が
実
践
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
訓
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
１
２
５
人
の
優
良
消
防
団
員
が
県
知
事
表

彰
や
町
長
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰
な
ど
を
受
賞
。
特
別
表
彰

で
は
、
第
61
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
出
場
さ
れ
た

御
北
分
団
ポ
ン
プ
車
操
法
チ
ー
ム
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
協
力
事
業
所
の
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
と
宮
地
地
内

で
発
生
し
た
車
両
火
災
で
の
人
命
救
助
活
動
に
ご
貢
献
い
た

だ
い
た
河か

わ

原は
ら

優ゆ
う

子こ

さ
ん
と
高た
か

橋は
し

歩あ
ゆ

美み

さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

1
月
20
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
中
国
文
化

に
親
し
む
講
演
会
（
主
催
＝
岡
崎
嘉
平
太
記
念
館
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
国
の
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
日
本

放
送
協
会
大
型
企
画
開
発
セ
ン
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
増ま

す

田だ

秀ひ
で

樹き

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
町
内
外
か
ら
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
『
中
国
至
宝
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
故
宮
」
を
制
作
し
て
～
』
と
題
し
た
講
演
で
は
、
番
組
制

作
の
経
験
な
ど
を
通
し
て
「
お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
て
い

く
中
で
、
違
和
感
を
感
じ
た
部
分
を
理
解
し
、
楽
し
む
こ
と

が
、
本
当
の
文
化
交
流
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
土ど

居い

一い
っ

晴せ
い

さ
ん
（
豊
野
）
は
「
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
感
性
の
違
い
な
ど
、
深
い
話
が
聴
け
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
世
界
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
考
え
る
一
助
と
な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し�

た
。

平
成
27
年
消
防
団
出
初
式

中
国
文
化
に
親
し
む
講
演
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

３
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成27年３月26日（木）
午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニティ
センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
27
年
３
月
３
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
27
年
３
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

日
に
ち

会
　
　
場

平
成
27
年
３
月
５
日
㈭
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

平
成
27
年
３
月
19
日
㈭
賀
陽
庁
舎
相
談
室

年
金
相
談
会

　

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

暖
房
器
具
・
農
機
具
な
ど
へ
の
給
油
や
、

燃
料
タ
ン
ク
か
ら
の
配
管
破
損
に
よ
る
油
漏

れ
事
故
が
起
こ
る
と
、
下
流
域
へ
の
被
害
は

甚
大
で
す
。

　

流
出
し
た
油
は
、
側
溝
や
水
路
を
通
り
、

川
に
流
れ
ま
す
。川
の
水
が
汚
染
さ
れ
る
と
、

魚
な
ど
の
水
生
生
物
に
影
響
が
あ
る
ほ
か
、

河
川
の
水
を
利
用
し
て
い
る
水
道
や
農
業
、

工
場
な
ど
へ
の
影

響
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

油
流
出
事
故
防

止
の
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○�

燃
料
機
器
へ
の
給
油
中
は
必
ず
そ
の
場
を

離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

古
く
な
っ
た
タ
ン
ク
や
給
油
管
は
破
損
す

る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※�

も
し
も
、
油
や
農
薬
な
ど
が
河
川
な
ど
に

流
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
役
場
、
消
防
署
、
警
察
署
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

油
の
流
出
に
よ
る

�

水
質
事
故
防
止
の
お
願
い

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

よ
く
眠
れ
な
い
。
家
に
閉
じ
こ
も
る
日
々
が

続
い
て
い
る
。物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
専
門
医
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族

や
お
世
話
を
し
て
い
る
人
か
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
27
年
３
月
13
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
～

【
会
場
】

　

ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

【
お
申
し
込
み
】

　

�

平
成
27
年
３
月
11
日
㈬
ま
で
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

備
前
保
健
所　

保
健
対
策
班

�

☎
０
８
６

－

２
７
２

－

３
９
３
４

�

０
８
６

－

２
７
１

－

０
３
１
７

　

保
健
課　

地
域
保
健
班　

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

�

０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
６

FAXFAX

こ
こ
ろ
の
相
談
会
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【お問い合わせ先】　住民課　生活環境班　☎０８６６－５４－１３１６

犬の登録および狂犬病予防注射について
　生後91日以上の全ての犬（室内犬も含む）は狂犬病予防法により、
犬の登録および狂犬病予防注射が義務づけられています。
　必ず登録（生涯１回のみ）と予防注射（毎年１回）を受けてく
ださい。

　１．集合注射を受ける場合

　町では毎年春に集合注射を実施しています。
　※日程表は広報きびちゅうおう４月号でお知らせしますので、会場と時間をご確認ください。
　　すでに登録をされている飼い主の方へは、別途ご案内を送付します。
　　　○日程表の会場であれば、どの会場でも受けられます。
　　　○当日、犬の体調がすぐれない場合は接種せず、臨時日または動物病院で受けてください。
　　　○料金（１頭あたり）

　　　　　※注射料の内訳…獣医の注射料2,250円、注射済票交付手数料550円
　　　○おつりのいらないように、ご協力をお願いします。
　　　○必ず犬を抑止できる方が、連れて来てください。
　　　○飼い主のマナーとして、フンの後始末をする道具を必ずお持ちください。

　
２．動物病院等で受ける場合（注射後に役場で手続きが必要です）

　集合注射を受けられない場合は、動物病院等で予防注射を受けてください。
　　　新規登録の犬：�注射済証、注射済票交付手数料（550円）、登録料（3,000円）を持参し、住民課、加

茂川総合事務所または支所で手続きをお願いします。
　　　登録済の犬：�注射済証、注射済票交付手数料（550円）を持参し、住民課、加茂川総合事務所また

は支所で手続きをお願いします。
　　※�上記の手数料には注射料金は含まれていません。注射料金は注射時に動物病院等に支払うことになり

ます。
　●町内の動物病院

【次のような場合も届出が必要となります】
　　①�犬が死亡したとき…登録を抹消する必要があります。住民課、加茂川総合事務所または支所に届け出

てください。
　　②犬を譲渡（譲受）したとき…新しい飼い主が住む市区町村の窓口に届け出てください。
　　③転居したとき…転居先の市区町村の窓口に届け出てください。

新規登録の犬 5,800円（登録料3,000円 +注射料2,800円※）

登録済の犬 2,800円（注射料※のみ）

病　　院　　名 住　　　所 電　話　番　号
沼 本 輝 孝 動 物 病 院 下土井211－1 ☎0867－35－0056
河 内 み の り 動 物 病 院 吉川202－5 ☎0866－56－6655
河 内 保 雄 動 物 病 院 吉川50 ☎0866－56－7025

平成27年度に
野猪等被害防止事業を共同で計画されている方へ

　イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害に対し、共同（３戸以上）で防護柵（電柵・ワイヤーメッ
シュ等）の設置を計画される方は、国・県への補助申請のため事業要望の取りまとめを行いますので、
下記により農林課までご連絡をお願いします。
　なお、個人施工による設置を計画されている方は、４月以降に申請の手続きを行ってください。

１．報　告　内　容　�集落名、代表者の住所、氏名、電話番号、受益者数、仕様、施行地番、計画延長（ｍ）
をご連絡ください。

２．報　告　期　限　平成27年３月10日（火）
（参考）補助内容については、次のとおりです。
補助金の名称 仕　　様 補助基本額 補助率

野猪等被害防止
事業補助金　　

トタン・ワイヤーメッシュ 1ｍあたり500円以内
補助基本額、または原材料費
のいずれか低い額の2／3以内

電気柵 1ｍあたり250円以内
防護ネット 1ｍあたり200円以内
防鳥ネット 1㎡あたり100円以内

【お問い合わせ先】　農林課　林業振興班　☎０８６６－５４－１３１８

『指定ごみ袋』20リットル袋の色が変わりました！
　『指定ごみ袋』20リットル袋の色がピンク色に変わりました。
　現在、お使いいただいているお手持ちの青色の20リットル袋も引き続きご使
用いただけます。価格は、10枚入り１ロール、120円（税込）で変わりません。
　一時、青色とピンク色が混在し、ご迷惑をおかけしますが、ご理解をいただ
きますようお願いいたします。

種類
（可燃ごみ・不燃ごみ共通）

価格
（10枚）

20リットル袋（ピンク色） 120円（税込）

45リットル袋（青色） 210円（税込）

【お問い合わせ先】　住民課　生活環境班　☎０８６６－５４－１３１６

販売取扱店はこのマークが目印です。

　販売取扱店以外でも賀
陽庁舎、加茂川庁舎、各
支所、出張所でお求めい
ただけます。 ピンク色に変更になりました

45リットル袋は変更あり
ません
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受
け
付
け
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
実

習
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

岡
山
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
指
導
に

よ
り
、
芽
か
き
、
誘
引
、
ホ
ル
モ
ン
処
理
等

の
ピ
オ
ー
ネ
の
基

本
的
な
栽
培
技
術

実
習
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ピ

オ
ー
ネ
栽
培
に
取

り
組
も
う
と
い
う

意
欲
の
あ
る
方
、

ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
町
内
在
住
在
勤
の
方

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度

【
実
施
回
数
】
年
10
回
程
度

　

※
初
回
は
５
月
上
旬
を
予
定

【
実
施
場
所
】

　

吉
川
２
７
３
３

－

２

　

吉
備
中
央
農
業
公
社　

ピ
オ
ー
ネ
園
ほ
場

【
参
加
費
】
無
料

【
参
加
申
込
締
切
】

　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

　

農
林
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課　

農
業
振
興
班　

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

平
成
27
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培

�

実
習
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

花火の配布の変更について
　農作物被害の軽減のため、サルなどを追い払う目的で、ロケット花火を配布していますが、
煙火消費保安手帳を所持されている方には、希望により動物駆逐用花火（３連発）の配布を
３月２日㈪から行います。
　希望される方は、農林課、加茂川総合事務所、吉川・大和支所へ煙火消費保安手帳を持参
の上、申請を行ってください。煙火消費保安手帳を所持されていない方は、今までどおりロ
ケット花火の配布となります。

●配布内容

●配布本数　動物駆逐用花火（３連発）１回の申請につき５本
　　　　　　ロケット花火　　　　　　１回の申請につき２袋（48本）

※次のことを遵守してください。
・�煙火消費保安手帳は、年１回の保安講習を受講し、５年に１度の更新が必要となります。
手帳申請費用（4,700円）、保安講習（2,000円／年）、５年更新費用（2,200円）は自己負担
になります。申請・講習内容は直接株式会社ライズ（086-295-1179）へお問い合わせください。

・�使用するにあたり、手持ち専用ホルダーが必要となりますので、購入に際しては自己負担
（2,160円）でお願いします。

・�動物駆逐用花火は全国で事故が発生しています。使用にあたり細心の注意を払ってください。
・�事故による責任は、個人責任になります。絶対に直接手に持って打ち上げしないでください。

（参考）
　新しく煙火消費保安手帳の取得を希望される場合は、一会場10人以上になれば町内を会場
に講習会を開催することができます。希望される場合は農林課へご連絡ください。

【お問い合わせ先】　農林課　林業振興班　☎０８６６－５４－１３１８【お問い合わせ先】　教育委員会（吉川4860－６）　生涯学習班　☎0866－56－9191

一般の方 煙火消費保安手帳を所持の方
動物駆逐用花火（３連発） × ○
ロケット花火 ○ ○

へそっぴーポイント制度が始まります！
　町では、平成27年度から、健康づくりへの関心を高め、健康で生き生きと生涯学習を進めていただ
くきっかけづくりとして「へそっぴーポイント制度」を実施します。
　町が実施する健診やイベント、公民館や図書館が行う講座など「へそっぴーポイント対象事業」と
明記された事業に参加していただいた場合、ポイントを受け取ることができます。
　集めたポイントは、10ポイント以上ためると、特典を受けることができます。

　
参加するためには

　�　下記の交付窓口で、「へそっぴーポイント参加申込書」を提出し、「へそっぴーポイントカード」
を受け取ってください。

　
カード交付窓口

　　教育委員会事務局、住民課、加茂川総合事務所、吉川・大和支所
　　井原出張所、加茂川総合福祉センター、各公民館、各図書館

　
ポイントを貯めるためには

　�　「へそっぴーポイント対象事業」と明記されている事業に参加し、その会場でカードを提出して
いただくとスタンプを押します。スタンプ1個につき1ポイントが加算されます。

　ポイントが貯まる対象事業
　●町が実施する検診、健康づくり教室（肺がん検診、糖尿病予防教室、献血など）
　●町が実施するイベント（ハイキング、早春マラソン大会など）
　●公民館や図書館が行う主催講座など
　　※�詳しくは広報きびちゅうおう３月号と併せて各戸に配布している、チラシをご覧ください。

　ポイントカードの交付期間
　�　平成27年３月２日から交付を始めます。４月からの対象事業もありますので早めに交付窓口で
カードを受け取ってください。

　ポイントが取得できる期間
　　平成27年４月１日から平成28年３月31日まで

　特典は
　�　10ポイント以上たまると、吉備中央町グラウンドゴルフ場利用券、吉備中央町商工会商品券など
の中から選ぶことができます。（引き換えは、平成28年４月１日～平成28年４月25日までとなり
ます）
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太陽光発電設備に係る固定資産税（償却資産）の課税について
　太陽光発電設備を設置された場合、償却資産として固定資産税の課税対象となります。
　下記の課税区分をご参考に所有されている太陽光発電設備の設置状況を確認してください。固定資産税の
課税対象となる場合は、償却資産申告書を送付させていただきますので、下記のお問い合わせ先までご連絡
ください。

　※�また上記の課税区分に該当する場合、償却資産申告書とともに、経済産業大臣から発行された『再生可
能エネルギー発電設備の認定について（通知）』の写しも併せてご提出していただくようになりますので、
ご用意ください。

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

【課税区分】

個　　　　人 10kw以上の太陽光発電設備を設置して、発電量の全量を売電する場合は、償却資
産として課税の対象となります。

法　　　　人
個人事業主

発電出力量や全量売電か余剰売電かにかかわらず償却資産として課税の対象となりま�
す。

吉備高原風致地区内における建築等行為の許可手続は
４月１日から役場で行ってください！

◆平成27年４月１日より吉備中央町に権限移譲
　吉備中央町の都市計画区域内には、樹林地・丘陵地・水辺地などの良好な自然的環境の保持が必要な区域
として指定される「風致地区」があります。
　吉備中央町では「吉備高原風致地区」（風致地区区域図のとおり）が指定されており、区域内の一定の行
為についての許可は、これまで岡山県が行っていましたが、「風致地区内における建築等の規制に係る条例
の制定に関する基準を定める政令」の一部が改正されたことから、権限移譲により吉備中央町が許可手続等
を行います。

◆�次の行為には、許可申請などが
必要です

　①�建築物その他の工作物の新築、増築、改
築又は移転

　②�宅地の造成、土地の開墾その他の土地の
形質の変更

　③木竹の伐採
　④土石の類の採取
　⑤水面の埋立又は干拓
　⑥建築物等の色彩の変更

◆�許可基準

面積
（ha）

建築物
の高さ
制限

建ぺい
率

敷地境界
からの
後退距離

緑地率

第１種
地区 254.4 ８m

以下
40％
以下

１m
以上 30％

以上第２種
地区 9.0 12m

以下
40％
以下

１m
以上

◆風致地区区域図

　吉備高原風致地区内で建築行為、木竹の伐採などを行う場合は、従前の「岡山県風致地区条例」と同様に「吉
備高原風致地区内における建築等の規制に関する条例」に基づく許可申請などが必要となります。詳しくは、
企画課へお問い合わせください。

　⑦�屋外における土石、廃棄物又は再生資源の堆積

【許可申請窓口・お問い合わせ先】　企画課　総合政策班　☎０８６６－５４－１３１４

平成27年４月１日から
小児等医療費給付の対象及び給付方法が変わります！
～高校生の在学要件が無くなり、対象者全員に受給資格者証を交付します～
　平成27年４月１日から、小児等医療費の対象を18歳到達後の最初の３月31日までに変更し、対象者
全員に新しい「小児等医療費受給資格者証」を交付します。
　新しい受給資格者証は、３月下旬に送付します。

【制度の内容】
　吉備中央町に在住（住民票のある）の０歳～18歳到達後の最初の３月31日までの方は、医療機関等
を受診された場合に保険診療の自己負担分が助成されます。
　●岡山県内の医療機関等で受診される場合
　　　受給資格者証と健康保険証を提示してください。保険診療分の窓口支払いが不要になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒『現物給付』
　●岡山県外の医療機関等で受診される場合または受給資格者証の提示ができない場合
　　�　窓口にて料金をお支払いください。後日、専用の申請書・請求書に領収書を添えて申請するこ

とにより、保険診療の自己負担分を指定口座に振込みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒『償還給付』

【変更内容】
現　在 平成27年４月～

対　　象 ０歳～中学校卒業までの方及び高校生
（高校生は事前に資格登録申請が必要）

０歳～18歳到達後の最初の３月31日までの方。
※婚姻されている方、社会保険加入者本人等を
除く。

給付方法 ０歳～中学校卒業までの方
⇒現物給付（受給資格者証交付あり）
高校生
⇒償還給付（受給資格者証交付なし）

上記対象の方に受給資格者証交付。
⇒現物給付
※県外受診等は、償還給付になります。

※現在、受給資格者証を交付されている方（０歳～中学生）は、給付方法の変更はありません。

【お問い合わせ先】　保健課　医療保険班　☎０８６６－５４－１３２６

凡　　　例

吉備高原都市計画区域

風致地区（第２種地区）

風致地区（第１種地区）
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《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生
》�

黒
瀬　
嘉
子
選
（
投
句
者
69
名
）

「
三
光
」

　
人
　
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
つ
な
ぐ
電
話
で
す�

上
田
　
志
帆

　
地
　
電
話
は
ね
人
の
こ
こ
ろ
を
温
め
る�

高
谷
　
流
晟

　
天
　
電
話
は
ね
世
界
を
つ
な
ぐ
ア
イ
テ
ム
だ�

天
艸
　
ゆ
り

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生
》�

黒
瀬　
嘉
子
選
（
投
句
者
146
名
）

「
三
光
」

　
人
　
お
正
月
家
中
電
話
が
鳴
り
ひ
び
く�

野
山
　
大
和

　
地
　
切
っ
た
あ
と
さ
み
し
さ
残
る
長
電
話�

土
居
亜
矢
香

　
天
　
落
ち
着
い
た
電
話
の
向
こ
う
の
母
の
声�

光
森
麻
由
佳

《
一
般
の
部
》�

平
山　
三
鶴
選
（
投
句
者
26
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
お
も
ち
ゃ
箱
お
も
い
で
つ
ま
る
古
電
話�

小
川
美
江
子

　
　
　
長
電
話
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
探
し
て
る�

山
本
千
恵
子

　
　
　
メ
ー
ル
よ
り
や
っ
ぱ
り
電
話
響
き
合
い�

中
川
　
貞
子

　
　
　
電
話
口
笑
顔
姿
も
見
え
て
来
る�

早
原
登
美
子

　
　
　
電
話
口
若
い
ま
ん
ま
の
声
で
来
る�

浅
田
　
君
子

「
三
光
」

　
人
　
大
声
の
ひ
び
く
電
話
の
父
達
者�

丸
山
　
光
子

　
地
　
長
電
話
何
で
も
話
せ
る
友
が
居
る�

江
田
　
久
恵

　
天
　
吉
報
へ
弾
む
受
話
器
に
あ
る
余
韻�

黒
瀬
　
嘉
子

＊３月の課題は「写真」、４月の課題は「歩く」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。
　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

肥
え
過
ぎ
と
間
食
止
め
ら
れ
息こ
子
が
く
れ
し
青
汁
一
杯
心
癒
さ
る�

土
居
　
於
栄

一
握
の
襷
の
重
き
肩
に
し
て
益ま

す

荒ら

男を

は
駆
け
る
箱
根
駅
伝�

土
居
　
照
代

ち
ぎ
り
切
る
餅
に
数
多
の
手
が
伸
び
て
丸
や
い
び
つ
や
正
月
の
餅�

難
波
　
良
子

寒
風
に
さ
ら
さ
れ
咲
き
し
枇
杷
の
花
秘
め
し
力
を
実
に
託
さ
ん
と�

山
本
　
豊
子

初
釜
を
終
い
て
帰
る
夕
刻
の
明
る
い
陽
射
し
に
会
話
も
弾
む�

河
内
　
晶
子

漬
物
を
つ
け
て
吾
娘
待
つ
年
の
瀬
を
北
風
冷
た
く
通
り
過
ぎ
ゆ
く�

国
只
由
紀
子

灯
明
を
あ
げ
ゆ
っ
く
り
と
老
い
の
新は

春る

無
事
迎
え
ら
れ
白
餅
を
煮
る�

中
山
　
文
恵

放
送
川
柳
　
平
成
27
年
１
月
秀
句　

題
「
電
話
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

上
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
７
８
４

◎�

フ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
～
春
の
よ
せ
う
え
～

　

■
日　

時
／
３
月
26
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

■
材
料
代
／
１
，０
０
０
円

　

■
持
参
品
／
ナ
イ
ロ
ン
手
袋

　

■
申
込
締
切
／
３
月
16
日
㈪

◎�

御
北
め
ば
え
大
学“
に
こ
に
こ
広
場
”

　
体
験
会

　

■
日　

時
／
３
月
25
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

■
場　

所
／
御
北
公
民
館

　
　
　
　
（
井
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

■
体
験
内
容
／�

リ
ト
ミ
ッ
ク
講
師
に
よ
る

リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

　

■
対
象
者
／�

未
就
園
児（
0
歳
～
3
歳
児
）

と
そ
の
保
護
者

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

◎�

楽
笑
体
操

　

■
講　

師
／�

三み

尾お

美み

都さ
と

先
生
（
日
本
コ
ア

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
協
会

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　

■
日　

時
／
３
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　

■
場　

所
／
上
竹
荘
公
民
館　

ホ
ー
ル

　

■
受
講
料
／
３
０
０
円

　

■
持
参
品
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル

　

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

多
く
の
方
か
ら
要
望
が
あ
り
開
催
し
ま�

す
。

　

頑
張
る
運
動
教
室
で
は
な
く
、
ボ
デ
ィ
ー

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
教
室
で
す
。

　

肩
こ
り
冷
え
性
の
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

◎�

春
の
寄
せ
植
え

　

春
の
お
花
を
玄
関
先
に
飾
り
ま
し
ょ
う
。

　

■
指　

導
／
ガ
ー
デ
ン
ゆ
う
な
川
口
先
生

　

■
日　

時
／
平
成
27
年
３
月
24
日
㈫

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

■
場　

所
／
上
竹
荘
公
民
館　

講
義
室

　

■
受
講
料
／
１
，５
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／
平
成
27
年
３
月
20
日
㈮

vol.1
　西
にし

村
むら

　翠
みどり

です！　井
いの

上
うえ

ゆき美
み

です！　
　「地域おこし協力隊」として吉備中央町に引っ越してきてから数ヶ月が経ちました！
　町中でお声かけいただく機会も増え、非常に嬉しく感じています！！！
　この数ヶ月間、新しい環境で右も左も分からない中、まずは多くの方々と知り合いになるべく、
町内で行われているさまざまなイベントに参加してきました。
　わっしょい和んさか吉備高原フェスタ、合併10周年記念式典、吉川八幡宮当番祭、岩牟良神
社祭、豊野公民館文化祭、英会話クラブ、ハートフルコンサート、大平山ハイキング、岡山駅前
イベント、図書館フェスティバル、出張子育て広場、御北地区買い物応援団…などなど。
　情報交換をしたり、人をご紹介いただいたり、各地域のサロンに参加させてもらったり、多く
の人と出会う中で、さらなる人の輪の広がりを感じております。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　さて、今回は私たちの取り組みの
１つを紹介させていただきます！
　私たちがこの吉備中央町に魅力を
感じるのは、心穏やかになる原風景
が広がる中で人々の暮らしが営まれ
ていること。町民の方にとっては日
常風景かもしれませんが、都市部に
住んでいた私たちにとっては新鮮な
風景で、この町の資源だと強く感じ
ています。
　そんなこの町の日常風景を写真に
撮り、SNS（ソーシャルネットワー
キングサービス）の Instagram（イ
ンスタグラム）にて発信していま
す！
　携帯でもパソコンでもご覧いただ
けますので、良かったらぜひのぞい
て見てください！

★ホームページアドレス（Instagram）
　http://instagram.com/kibijo

【お問い合わせ先】　協働推進課　地域おこし協力隊（西村・井上）　☎０８６６－５４－１３０１

携帯電話用
QRコード
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～
総
務
省
か
ら
の

�

大
切
な
お
知
ら
せ
～
　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
午
前
９

時
を
も
っ
て
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は

終
了
す
る
予
定
で
す
　
　
　
　

自
治
体
提
携
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

募　

集

　

岡
山
県
で
は
、
町
内
会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
、
行
政
な

ど
の
多
様
な
団
体
が
協
働
し
て
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

　

�

多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
事
業

【
補
助
概
要
】

①
対
象
経
費

　

�

賃
金
、
報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役
務

費
、
委
託
費
、
使
用
料
・
賃
借
料
等
の
う

ち
県
が
必
要
と
認
め
る
経
費

②
補
助
率　

10
分
の
10
以
内

③
補
助
上
限
額　

２
０
０
万
円

【
応
募
期
間
】
平
成
27
年
２
月
25
日
㈬

�

～
３
月
31
日
㈫　
　

　

現
在
「
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管

テ
レ
ビ
等
）」
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご

覧
の
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
ご
使
用
の
場
合
は
除
き
ま
す
）

　

こ
の
場
合
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ア
ナ

ロ
グ
に
変
換
し
た
放
送
で
視
聴
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
放
送
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
に

終
了
す
る
予
定
で
す
。

【
終
了
後
の
受
信
方
法
】

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
て
接
続
す

る
こ
と
で
、
高
画
質
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

こ
の
他
に
も
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
用
セ
ッ
ト
ト
ッ

プ
ボ
ッ
ク
ス
」
か
「
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
」
ま
た
は
「
デ
ジ
タ
ル
録
画
機
」
を

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
接
続
す
る
こ
と
で
、

視
聴
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
５
７
０

－
０
７

－

０
１
０
１

　

つ
な
が
ら
な
い
場
合

�

☎
０
３

－

４
３
３
４

－

１
１
１
１

【
受
付
時
間
】

　

毎
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額
免

【
平
成
27
年
度
看
護
師
（
正
規
）】

①
募
集
人
員　

４
名

②�

業
務
内
容　

外
来
も
し
く
は
病
棟
看
護
業

務
（
３
交
代
制
）

③�
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
取
得
者
、
も
し

く
は
平
成
27
年
取
得
見
込
み
の
方

④�

応
募
書
類　

履
歴
書
（
写
真
付
）、
看
護

師
免
許
証（
取
得
者
の
み
）、成
績
証
明
書
、

卒
業
見
込
証
明
書
（
新
卒
者
）

⑤�

給　
　

与　

労
働
者
健
康
福
祉
機
構
給
与

規
定
に
よ
り
（
経
験
者
優
遇
）

⑥
待
遇
等　

規
定
に
基
づ
き
諸
手
当
支
給

※�

健
康
保
険
、厚
生
年
金
、厚
生
年
金
基
金
、

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
財
形
貯
蓄
制
度

あ
り
、
職
員
宿
舎
あ
り

⑦�

休　
　

日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始
、
交
代
制
の
場
合
は
上

記
日
数
を
勤
務
表
上
で
割
り
振
る

⑧�

選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
小
論
文
）、
面

接
試
験

【
嘱
託
看
護
師
】

①
募
集
人
員　

６
名

②�

業
務
内
容　

外
来
も
し
く
は
病
棟
看
護
業

務
（
３
交
代
制
）

お
知
ら
せ

お知らせ
INFORMATION～～
町以外からのお知らせ

【�

そ
の
他
】
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県�

県
民
生
活
部�

県
民
生
活
交
通
課

　

県
民
協
働
推
進
班

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
８
７

③
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
取
得
者

④�

応
募
書
類　

履
歴
書
（
写
真
付
）、
看
護

師
免
許
証

⑤
給　
　

与　

時
給
１
，１
７
０
円
～

　
　
　
　
　
　
（
経
験
者
優
遇
）

⑥�

待
遇
等　

規
定
に
基
づ
き
諸
手
当
支

給
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
厚
生
年
金

基
金
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
・
財
形
貯

蓄
制
度
あ
り
、
職
員
宿
舎
あ
り

⑦�

休　
　

日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始
、
交
代
制
の
場
合
上
記

日
数
を
勤
務
表
上
で
割
り
振
る

⑧
選
考
方
法　

面
接
試
験

【
嘱
託
看
護
補
助
者
】

①
募
集
人
員　

３
名

②
業
務
内
容　

病
棟
看
護
補
助
業
務

③
応
募
書
類　

履
歴
書
（
写
真
付
）

④
給　
　

与　
時
給
８
４
０
円
～（
経
験
者
優
遇
）

⑤�

待
遇
等　

規
定
に
基
づ
き
諸
手
当
支

給
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
厚
生
年
金

基
金
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
財
形
貯

蓄
制
度
あ
り
、
職
員
宿
舎
あ
り

⑥�

休　
　

日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始

⑦
選
考
方
法　

面
接
試
験

【
応
募
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
１
６

－

１
２
４
１

　

吉
備
中
央
町
吉
川
７
５
１
１

　

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

　

�

吉
備
高
原
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　

総
務
課　

井
東

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
４
１

�

０
８
６
６

－

５
６

－

７
７
７
２

　

中
国
労
働
金
庫
と
町
が
提
携
す
る
ロ
ー
ン

で
、
住
宅
資
金
や
生
活
関
連
資
金
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
条
件
】

　

○
前
年
の
税
込
み
年
収
１
５
０
万
円
以
上

　

○
勤
続
年
数
１
年
以
上

　

○
町
内
の
居
住
年
数
が
１
年
以
上

【
ご
融
資
額
】
１
５
０
万
円
以
内

【
利
率
】
年
１
・
６
５
%

　
（
固
定
金
利
、平
成
26
年
10
月
１
日
現
在
）

　

※�

別
途
保
証
料　

年
０
・
７
%
、
ま
た
は

１
・
２
%

【
ご
返
済
期
間
】
５
年
以
内

【�

お
使
い
み
ち
】
生
活
費
用
全
般
（
車
購
入

資
金
、
教
育
資
金
な
ど
）

【
ご
返
済
方
法
】

　

�

元
利
均
等
月
賦
返
済
ま
た
は
元
利
均
等
月

賦
半
年
賦
併
用
返
済

【
保
証
】

　
（
一
社
）
日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会

　

㈱
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

【
担
保
】
不
要

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
国
労
働
金
庫
岡
山
支
店

�

☎
０
８
６

－

２
５
２

－

６
１
１
１

　

ろ
う
き
ん
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
岡
山
西

�

☎
０
１
２
０

－

３
８

－

４
１
６
０

増えています。高齢者の交通事故

【お問い合わせ先】　岡山北警察署　交通課　☎０８６ー７２４ー０１１０

　岡山県下では、高齢者の交通死亡事故が多発しています。
　特に歩行中、車両にはねられる事故が増加しています。
　加齢によって視力や聴力・歩く速度が低下していることを十分に認識し、道路を歩行するときには、
より慎重な行動に心掛けてください。
　また、町内では車両単独による交通事故が増加しています。運転時の脇見が原因であるため、しっか
りと前方を見て運転をしてください。

多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る
地
域

支
援
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

吉
備
高
原
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
看
護
職
員
募
集

FAX

除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
に
は
、
簡
易
な
地
デ

ジ
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を
無
償
で
給
付
で

き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー

�

☎
０
５
７
０

－

０
３
４

－

０
３
７

　

つ
な
が
ら
な
い
場
合

�

☎
０
３

－

４
３
３
４

－

２
７
５
４

【
受
付
時
間
】

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

３
月
13
日
㈮
ま
で
販
売
し
て
い
る
「
グ

リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
は
、
１
等
・
前

後
賞
を
合
わ
せ
て
６
億
円
と
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ

ン
ボ
史
上
最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
発
売
し
て
い
る
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
学
校
、

公
園
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
充
実
や
幻
想
庭
園

と
い
っ
た
文
化
振
興
事
業
な
ど
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
売
り
上
げ
向
上
が
、
県
民
の
皆

さ
ん
へ
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、宝
く
じ
は
、ぜ
ひ
「
県
内
」

で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

総
務
部
財
政
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
３
１

グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

�

販
売
中
！
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平
成
二
十
六
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語
「
も
う
い
い
か
い  

火
を
消
す
ま
で
は  
ま
あ
だ
だ
よ
」

電気ストーブ
●電源プラグや電源コードの異常により出火する火災も

発生しています。電源プラグや電源コードを定期的に
点検し、異常がある場合は使用を中止し、販売店等に
相談しましょう。

●使用しない時は電源プラグをコンセントから抜いてお
きましょう。何かの拍子に誤ってスイッチが入ってし
まい、近くの可燃物に着火し、出火する恐れがあります。

薪ストーブ
●ススが原因で火事になることがありますので、煙突は

１年に１回は掃除をしましょう。
●湿った薪は煙が出やすいので、薪は十分乾燥したもの

を使いましょう。 
●もしものために水バケツ又は消火器等を設置しましょ

う。

冬は暖房器具の火事に気を付けて！
　冬の季節は、どこのご家庭でも暖房器具を使用されていることで
しょう。ストーブ等の暖房器具は、適切に使用しなければ火災の原因
となります。

石油ストーブ
●可燃性スプレー缶を付近に置いたり、近くで使用する

と、引火や爆発することがあります。
●給油の際には、必ず火を消してください。また、給油

タンクの口金がしっかりと閉まっているか確認してく
ださい。

　特に今年は、全国的に電気ストーブによる火災が多発して
おります。電気ストーブは手軽で炎が見えませんが、火災の
原因となりやすいので、注意してください。
　ストーブの上部に洗濯物を干さないよう
にしましょう。
　洗濯物がストーブに落下して、火災が発
生することがあります。

【お問い合わせ先】
　　岡山市西消防署吉備中央出張所（竹部2164－61）
　　☎０８６７－３４－０１１９　　０８６７ー３４ー１７６７FAX

からのお知らせ岡山市西消防署吉備中央出張所

平成26年  吉備中央町での火災及び救急件数

平成27年  春の火災予防運動
　「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」を平成
26年度全国統一防火標語とし、平成27年３月１日か
ら７日までの間、春の火災予防運動を実施します。
　空気が乾燥し、火災の起こりやすい季節です。火の
取り扱いに十分注意しましょう。
　特に山間部では、たき火から山
へ燃え移るケースが多いので気を
つけてください。

建物
13%

林野
34%

車両
13%

その他
40%

火災件数

建物
林野
車両
その他

634件15件

急病
58%一般

負傷
17%

交通
12%

その他
13%

救急件数

急病
一般負傷
交通
その他6件

2件
5件
2件

80件
76件
108件
370件

　平成25年に比べ火災件数は４件増加
しています。また林野火災、その他の火
災（合わせて11件）が多く、その原因
としてはたき火（８件）が大半を占めて
います。

　平成25年に比べ救急件数は22件増加してい
ます。症状が軽い等の場合には、岡山市内救急
病院案内等を利用して救急車の適正利用にご協
力願います。

岡山市内救急病院案内
☎086－231－0119
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

３月号

出会いの
号

扉
2015年 ３月の休館日

２日 ９日 15日
16日　21日
23日　30日

＜一般書＞　�
　運命の出会いに憧れるサ
ラリーマンや、昔いじめら
れっ子だったＯＬなど、ど
こにでもいる普通の人たち
の日常に起こる「小さな奇
跡」をテーマにした短編集。
登場人物たちがどこかで繋
がっているので、６つの作
品を読み終えると大きな１
つの物語に。ミュージシャ
ン・斉藤和義とのコラボ作
品もあり。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜児童書＞　�
　リリカちゃんの「右のて
ぶくろ」と「左のてぶくろ」
はいつもふたりでなかよく
おしゃべり。ふたごがいな
いマフラーは、それをうら
やましく思っています。寒
～いときに読みたい、心が
あたたかくなるおはなしで
す。
� （かもがわ図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

ふわふわくもパン ペク�ヒナ／小学館 か

くだものいろいろかくれんぼ いしかわこうじ／ポプラ社 か

賢者のおくりもの いもとようこ／金の星社 ロ

のはらでまたね はせがわさとみ／文溪堂 ロ

児　

童　

書

超カンタン　けん玉教室 日本けん玉協会／金の星社 か

ごちそうびっくり箱 角野栄子／角川書店 か

カラフルゴムバンドのアクセサリー 寺西恵理子／日東書院 ロ

マジックツリーハウス　恐竜の世界 オズボーン／メディアファクトリー ロ

一
般
実
用
書

フランス人は10着しか服をもたない ジェニファー･スコット／大和書房 か

ラスト・マタギ 志田忠義／角川書店 か

つまみ細工の本 桜居せいこ／成美堂出版 ロ

そうだったのか！朝鮮半島 池上　彰／集英社 ロ

一
般
読
み
物

冬天の昴 あさのあつこ／光文社 か

化土記 北原亞以子／ PHP研究所 か

ナオミとカナコ 奥田英朗／幻冬舎 ロ

夜の木の下で 湯本香樹美／新潮社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
3月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　12日（木）かもがわ図書館
　　　26日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　14日（土）かもがわ図書館

出 演 レインボーさん
『アイネクライネ
� ナハトムジーク』
伊坂幸太郎／著　幻冬舎

『てぶくろのふたご』
二宮由紀子 /さく
フィリケえつこ /え

理論社

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
大お
お

塚つ
か

　
佳よ
し

子こ

さ
ん
の
「
温
か
さ
に
触
れ
た
マ
マ
カ
リ
釣
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「温かさに触れた
� ママカリ釣り」

津賀小学校保護者

大
おお

塚
つか

　佳
よし

子
こ
さん

　

八
月
十
四
日
、
家
族
で
新
岡
山
港
に
マ
マ
カ
リ
釣
り
に

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
数
日
前
に
夫
と
小
学
二
年
生
の

長
男
と
で
行
っ
た
と
き
の
土
産
話
の
中
で
、

「
こ
ん
な
に
温
か
い
釣
り
は
な
い
よ
。
な
ん
だ
か
失
い
つ

つ
あ
る
も
の
に
気
付
か
さ
れ
た
よ
。」

と
、
夫
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
の
釣
り
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
人
々
の
温
か
さ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
話

題
の
釣
り
人
達
は
、
今
の
シ
ー
ズ
ン
は
よ
く
そ
の
ポ
イ
ン

ト
で
釣
り
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
家

族
で
の
釣
り
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

長
男
と
五
才
の
次
男
、
三
才
の
長
女
、
夫
の
母
と
夫
と

私
の
六
人
で
釣
行
と
な
り
ま
し
た
。
次
男
と
長
女
は
初
め

て
の
釣
り
で
し
た
。

　

目
的
地
に
到
着
し
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
行
っ
て
み
る
と
、

前
回
の
釣
行
で
話
題
に
な
っ
た
老
夫
婦
が
、
マ
マ
カ
リ
釣

り
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
お
互
い
に
名
前
も
知
り
ま

せ
ん
。こ
の
釣
り
で
は
自
己
紹
介
は
必
要
な
い
よ
う
で
す
。

夫
と
長
男
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、

「
き
ょ
う
も
き
た
ん
だ
ね
ぇ
。
こ
の
前
は
た
く
さ
ん
釣
っ

て
い
た
ね
え
。
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
は
で
き
た
か
い
。

お
や
、
今
日
は
家
族
み
ん
な
で
き
た
の
か
い
。
存
分
に
楽

し
ん
で
帰
ら
ん
と
い
け
ん
な
ぁ
」

と
言
い
、
角
の
ポ
イ
ン
ト
に
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

準
備
が
整
い
釣
り
が
始
ま
る
と
大
変
で
す
。
シ
ー
ズ
ン

真
っ
只
中
な
の
で
、
釣
れ
に
釣
れ
ま
す
。
そ
の
分
、
子
ど

も
達
三
人
に
は
ト
ラ
ブ
ル
続
出
で
す
。
根
掛
か
り
、
リ
ー

ル
の
バ
ッ
ク
ク
ラ
ッ
シ
ュ
、
仕
掛
け
は
も
つ
れ
る
、
服
に

か
け
る
。
夫
は
仕
掛
け
の
も
つ
れ
を
ほ
ど
く
こ
と
に
追
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
こ
っ
ち
に
お
い
で
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

教
え
て
あ
げ
る
よ
。
ぼ
く
よ
う
、
竿
は
な
ぁ
、
こ
う
や
っ

て
さ
ば
く
ん
だ
よ
。
そ
う
そ
う
、
こ
の
お
と
り
を
あ
げ
る

か
ら
つ
け
て
ご
ら
ん
。
こ
の
椅
子
か
し
て
あ
げ
る
か
ら
、

座
っ
て
い
い
よ
。
ジ
ュ
ー
ス
飲
む
か
い
。」

見
る
と
、
老
夫
婦
だ
け
で
な
く
、
近
く
に
い
た
釣
り
人
達

も
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
達
の
世
話
を
し
て
く
れ
て
い
る

の
で
す
。

「
す
み
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。」

何
度
も
言
っ
て
い
る
と
、
あ
る
釣
り
人
が
、

「
わ
し
ら
も
、
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も�

ら
っ
た
り
、
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
ん
よ
。
こ
の
ポ
イ
ン

ト
に
集
ま
る
人
は
み
ん
な
優
し
い
。
こ
こ
に
来
る
こ
と
が

楽
し
み
な
ん
よ
。
家
族
み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
。」

　

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
段
々
と
希
薄
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
こ

こ
の
名
も
知
ら
な
い
釣
り
人
達
は
、
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち

を
家
族
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が

そ
の
時
に
応
じ
て
、
自
分
の
役
割
を
見
い
だ
し
、
自
然
と

動
い
て
く
れ
る
の
で
す
。
夫
が
言
う
に
は
、
会
話
の
途
絶

え
る
釣
り
は
め
っ
た
に
な
い
そ
う
で
す
。
赤
の
他
人
な
ら

ま
ず
な
い
だ
ろ
う
な
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
盆
中
日
、
猛
暑
の
中
、
日
中
四
時
間
に
渡
り
家
族
み

ん
な
で
マ
マ
カ
リ
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。釣
り
を
終
え
、

ポ
イ
ン
ト
を
去
る
こ
と
が
何
だ
か
さ
み
し
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

��

帰
宅
後
も
釣
り
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
釣
り
人
達
の
や
り
取
り
の
話
も
。
夫
が
前
回
の
釣
行

の
後
言
っ
て
い
た
、「
今
、
失
い
つ
つ
あ
る
大
切
な
も
の
」

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
い
つ
か
、
た
く
さ
ん
の
飲
み
物
と
お
に
ぎ
り
を

持
っ
て
、
家
族
み
ん
な
で
あ
の
釣
り
場
に
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
成
長
し
た
子
ど
も
達
の
姿
を
み
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
上
達
し
た
釣
り
の
腕
も
。

第３土曜が休館日の
ため、第２土曜開催
にします。

図書館の１年 主なイベントと参加者のみなさんの声

４

５～７月

７～11月

19わくわくスペシャル

子どもと本をむすぶ講座

銀河カフェ

＊�おはなしグループ「そら
きた！ホイ」の人は、い
ろんな声で読んでびっく
りした。

＊�手品のような工作ができ
て、うれしかった。家で
やってみる。

＊�絵本と生活［体験］の結
びつきの大切さがわかり
ました。
＊�子どもにとって、どんな
に本が「力」になるか、
改めて感じました。また
聞きたいです。 ＊�おしゃれなカフェに

来たような素敵な雰
囲気の中で、ゆっく
り飲み物など頂きな
がら朗読が聴けて、
本当に癒されました。

＊�夢世界を旅してきま
した。

全３回
子育て応援

全５回

14 クリスマス朗読館12
＊�朗読とピアノ、映像の
コラボがステキ！

伝承聞き取り
上竹荘、津賀、円
城、御北、豊野地区
で行いました！
＊�大和・吉川地区の方
ご協力ください。

22
一日こども図書館
フェスティバル

11

＊�未来を担う子どもたち、心豊
かに育て！



おめ

でとう満1歳
便

藤
森　

翔
琉
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

ふ
じ
も
り

か
け
る

平成26年３月30日生まれ

いつも笑顔に癒やされています。
元気ですくすく大きくなってね♪ 

藤
森　

月
乃
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

ふ
じ
も
り

る

な

平成26年３月19日生まれ

お月様のように明るく育ってくれて
ありがとう♡
これからも楽しく大きくなろうね。
　　　　　　　パパん、ママんより

山
口　

桜
花
ち
ゃ
ん
（
西
）

や
ま
ぐ
ち　

お
う
か

平成26年３月５日生まれ

健康にすくすくと
かわいい女の子に育ってね。

日
名　

春
乃
ち
ゃ
ん
（
美
原
）

ひ

な
　

は
る
の

平成26年３月21日生まれ

いつも笑顔がいっぱいの春乃ちゃん！
春のように穏やかで優しい子に育って
ね。
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☎0866－56－6027（代表 井坂忠男）内容や参加についてのお問い合わせ先

　町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づ
くりに取り組んでいる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご
応募ください。

　昨年12月末に、東京オリンピック開催に合わせ、東京都において English Village（英語村）を2018年にオープンする報道があ
りました。
　この記事を見て、町内の方を対象に、通じる英語を目指した“English Café,Kibikougen”を平成27年４月からオープンします。
　現在、日本国内において、英会話を勉強する塾などはたくさんありますが、英語を話す場所や機会はほとんどありません。
　英語は道具なので使わなければ身に付きません！一緒に参加して、英語を母国語とする外国の方々と日常の会話がスムーズに
できるようになりませんか？

そ の 他 運営はすべてボランティアスタッフで行います。
限られた予算で行いますので、飲み物などの差し入れ大歓迎です！
英語、料理の得意の方を、ボランティアスタッフとして現在募集中です！！
時間内にどうしても理解できなかった部分は、時間外に再度説明をします。

参加申込 参加される方、ボランティアスタッフを希望される方は、事前に人数を把握する必要がありますので、前日までに下記
のお問い合わせ先にご連絡ください。

活動内容

飲食代、説明資料等の作成費用として1回につき200円、毎月最終週は特製手作りピザ付400円参 加 費
English Caféの時間内は、英語のみの会話になります。（Speak English Only）ル ー ル
だれでも（外国人の方大歓迎！）対 象 者

毎週火曜日　午後５時30分～午後７時日　　時

English Café,Kibikougen（イングリッシュカフェ吉備高原）団 体 名
転入定住支援センター“いまここ”（竹部2164-65）　☎０８６７ー３４ー１２３４場　　所

飲食しながら、日常のごくありふれた優しい出来事などを、目、体、声（３コンタクト）をフルに用いて英語で話します。
ABC、１,２,３、５Wの発声練習から徹底的に行います。

The English Café to open ! !

　豊野小学校6年生

　石
いし

田
だ

　哲
てつ

也
や

さん（竹荘）
　■第78回　岡山県児童生徒発明くふう展
　　岡山県知事賞（小学生の部）
　主　催：�岡山県・一般社団法人岡山県発明協会
　表彰式：平成26年12月12日（金）
　　　　　岡山県生涯学習センター

＜コメント＞
　お母さんが、重いポリタンクを持ち上げてストーブに灯油を入れていたのが大変そうなのを見て考えました。
　ゴムを利用して、簡単に持ち上げたり、持ち上げた後も、倒れないように周りを囲ったりして工夫しました。
　まさか、自分でも選ばれると思っていなかったので、びっくりしました。

　スポーツ・文化・芸術活動な
どで優秀な成績を収められた方
（団体）を紹介しています。情
報をお寄せください。（敬称略）
　なお、掲載基準がありますの
で、詳しくは企画課公聴広報班
へおたずねください。

　2枚の重ねた木の板のうち、上側の木の板はポリタンクを支え、下側の木の板はゴムの力を利用して開き、開くとゲ
タのようにポリタンクを支える仕組みです。
　また、持ち上げた後にタンクが転倒しないよう、木の箱で覆ったり、キャスターを取り付けることで楽に移動できる
ようになっています。



フォト
トピックス イベント情報

●日　時　平成27年3月7日（土）、8日（日）　午前9時30分～午後4時
●会　場　ロマン高原かよう総合会館
●内　容　★７日（土）、８日（日）の２日間
　　　　　作品展示発表　書道　生け花　写真　水彩画　切り絵　絵手紙　ちぎり絵　織物　木彫り
　　　　　　　　　　　　墨絵　押し花　布絵本　パッチワークアメリカンフラワーなど
　　　　　★７日（土）のみ
　　　　　　わっか編み体験コーナー（午前10時～午後３時）
　　　　 　★８日（日）のみ
　　　　　　ステージ発表　尺八　琴　詩吟　舞踊　大正琴　オカリナ　合唱　カラオケ　フォークダンスなど
●主　催　吉備中央町文化協会
●共　催　吉備中央町教育委員会
●後　援　吉備中央町、岡山県文化連盟、吉備中央町公民館協議会、吉備中央町社会福祉協議会
●お問い合わせ先　教育委員会　生涯学習班　☎0866－56－9191

「寝ころぶだけの簡単ストレッチ」
第７回　ロマン高原かよう総合会館トレーニング教室

●日　時　平成27年3月4日（水）　午前10時～11時30分
●場　所　ロマン高原かよう総合会館　２階　多目的ホール
●内　容　OSKのトレーナーによる、ストレッチポールを使った体のほぐし方教室です。
●定　員　20名
●参加費　無料
●持参物　フェイスタオル、水分補給用の飲み物　　運動できる服装でお越しください。
●主　催　ロマン高原かよう総合会館
●お問い合わせ・お申し込み先　ロマン高原かよう総合会館　☎0866－54－1301

第９回 吉備中央町文化協会総合文化祭
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
で
は
、
平
成
27
年
吉

備
中
央
町
成
人
式
実
行
委
員
会
の

方
々
に
20
歳
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の

抱
負
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
方
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
３
月
は
、
ひ
な
祭
り
、
卒
業
式
な

ど
、
何
か
と
忙
し
い
年
度
末
で
あ
り

な
が
ら
も
、
生
き
物
た
ち
の
春
の
息

吹
を
実
感
し
始
め
る
月
で
す
。

　
春
と
言
え
ば
何
と
い
っ
て
も
、
満

開
の
桜
。
広
報
を
担
当
し
て
、
町
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
や
文
化
に
触
れ

て
い
く
中
で
、
桜
の
名
所
な
ど
も
い

ろ
い
ろ
な
方
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
桜
が
満
開
に
な
っ
た
ら
、
自
転
車

で
散
策
し
な
が
ら
、
春
を
満
喫
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で�

す
。

▼
成
人
式
の
取
材
は
、
自
然
な
表
情

を
い
か
に
し
て
狙
う
か
、
あ
ら
た
め

て
人
物
の
撮
影
の
難
し
さ
を
実
感
す

る
反
面
、
こ
う
い
っ
た
取
材
は
良
い

写
真
が
撮
れ
る
と
楽
し
い
取
材
で
も

あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
新
成
人
の
皆
さ
ま
か
ら

元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
撮
影
に
臨
ん

だ
素
晴
ら
し
い
１
日
に
な
り
ま
し�

た
。

�

石
井

　トンドを通して、地域連携を深める
　１月18日、吉備高原都市内において、吉備高原都市はひとつに大トンド（主催＝吉備高原都市内住区連絡会（仮
称））が開催されました。
　これは、さまざまな行事などを通して、地域内の連携を深めることを目的に今回初めて開催されたもので、吉
備高原都市内の地域住民約150名が参加しました。
　トンドが始まると、集まった参加者たちは、持ち寄ったしめ飾りや書初めなどを投げ入れ、今年１年の無病息
災などを祈願していました。
　また、つきたてのお餅やぜんざいも振る舞われ、おいしそうにほお張りながら、トンドを楽しんでいました。

　新春初語り福
ふく

福
ふく

来
こい

来
こい

　１月25日、ロマン高原かよう総合会館で新春初語り福福来来（主催：町図書館）が開催されました。
　これは、年の初めにめでたい語りやゆかいな語りを聴いてもらい、今年１年を笑って過ごせるようにと開催さ
れたもので、当日は約50人が参加しました。
　第１部、２部では「加賀語りの会どんぶらこ」のメンバーにより「歳神様」や吉備中央町（円城）の民話「キュ
ウモウ狸と魔法宮」などの語りが披露されました。
　第３部では、岡山語りのネットワーク代表の立

たて
石
いし
憲
のり
利
とし
さんが、正月話などを、身振り手振りを交えながら語ら

れました。
　また、布人形、つるしびなや生け花で飾られた会場では、ことぶき会賀陽支部による琴の演奏も行われ、参加
者は豪華なひとときを過ごしました。

　第33回吉備高原新春マラソン大会
　１月１日、第33回吉備高原新春マラソン大会（主催＝吉川地域づくりの会
などで組織する大会実行委員会）が吉川公民館を発着点に開催されました。
　大会は、２㎞のファミリーコースと３㎞、５㎞のコースで行われ、町内外か
ら訪れたマラソン愛好家や家族連れなど約150名が参加しました。
　競技が始まると、家族やスタッフの声援を背に、寒さを吹き飛ばしながら、
一生懸命コースを走り抜けました。

　また、会場では、甘酒のサービスやお楽しみ抽選会なども行われ、参加者は大会を楽しみました。

  

 

 


